
今夏の節電取組みについて

関西広域連合においては、本年６月から家庭、オフィスでの節電をお願いする

とともに、７月からは特に電力の需給状況が逼迫した場合は、さらに緊急的な節

電のお願いを行うこととしたところです。

この夏の関西における電力需給状況は、昨夏ほどの猛暑にならなかったことも

あり、概ね安定した状況で推移し、関西電力株式会社の「でんき予報」において

も電力使用率が９７％を超過し「非常に厳しい」との通報がなされることもあり

ませんでした。

この夏の節電効果については、昨年度との気温差もあり、詳細な分析が必要で

すが、停電が眼前に迫るような事態に至らずに秋を迎えることができましたの

は、府県民、事業者の皆様の日々の節電の取組みのおかげです。

お礼を申し上げますとともに、関西広域連合の通年の目標である５％の節電に

ついて引き続きご協力をお願いいたします。

この冬の電力需給の見通しについても関西電力株式会社に求め、さらなる節電

が必要となる場合には、取り組んでいただきたい具体的な内容をお示ししますの

で、その節はご協力の程よろしくお願いいたします。
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